
!?121憂東壊、新港附近地震調査報告

川瀬二郎，、鈴木宣三

序言昭和 12年 12月 8日，同 13日及び同 17日に何れも豪東より遠か

らざる所に護生したと推定された地震に就て行った調査結果の概要を女K報告

す弘、基潜の地震に闘し幾分参考に怠る所があれば幸♂ある.

術賞地調査は12月

29日に筆者の1人が

交通関係、共他にて局

限された一部を見て

歩いたに過ぎ宇3 充

分に志すを得なかっ，

たのは残念であっ

た従て比較的に被 I--~
害を生じたと思はれ

る8日及 18日の地

震が相重って，何れ

による被害であった

かを知る事が出来ぬ

ものが多い.

験震的調査ι昭和

12年 12月8日，14

日及び 17日に蚕東

に於て相営の強い地

震を感じ，共の聞及

び以後に於て多くの

飴震を観測した.此

等の地震の褒生した

-集 1国震央位置分布間
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脅ミ 1 表

護震時| 震央位置 |地震
月日時分|東経北緯|規模! 各地の震度

xrr 8 17 32 I 121025'E 22058'N I (頴) I 墓束W;恒春?阿虫山J花蓮港，
深さ約 10粁 蓋南，高堆，宜蘭，墓北.llI;蓋中

n;石垣島I
グ グ 17 54 I新港東 10粁 ， I (小)I蓋東ll;花蓮港I
グ グ 19 4~ I 121咽 2302 N I (小川蓋東亜;向里山ill;花蓮港I
グ 9 0 28 I新港東 10粁

グ グ 5 38 1新港南徴東 15粁 !ω、) I墓東llI;何里山，墓南，花蓮港

ll;墓中 I
グ グ 8 18'-1 新港北西 20粁

グ グ グ 301 新港北西 15粁
墓東E

墓束E
グググ 33 // 

(バ、) I芸東ll;阿里山，花蓮港，墓南I

〈小〉、 l'蓋束ll;阿里山，花蓮港，墓南I
憂東E

基東壬

墓東I

蓋東I

蓋東E

蓋東，阿里rIlll;墓南I

墓東I

《小)

グググ 39I新港西 20粍

グ グ 9 03 1 新港附近

グ グ グ 091 玉虫附近?

グ グ グ 111 新港附近

1/ ググ 57

ググ 11 34 

ググ 12 08 

グ 10. 16 01 

1/ グ 18 03 

グ

新港西南西 10粁

新港西北西 20粁

新港南西 5粁

新港北西部粁 蓋東I

グ 14 353 I 121
0
3 E . 2208NI (頴) I墓東W;恒春，阿.HI山，花蓮港，

宜蘭，墓南lIT;高雄，憂北ll;石

垣島I

グ 15 19 05 I新港南々束 20粁 憂東I

グ 17 18 32 1 12e4 E 22
0

9 N 1 (柑穎)I墓東W;阿里山，花蓮港.llI;恒春，

墓南，墓中，高雄，宜闘，蓋北耳;

墓東Iグ グ 19 02 1 新港附近

グググ 30I グ
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地域は今同のみ'K限らすτ，屡主群議地震をZ芝生L-，本島としては花蓮港ータツ

キリに亜ぐ多震地である. 3同の主震は群畿地域より粘土南方に震央が見出さ

れて居る.

ー此の年は東海岸中部に於て地震活動K粕主見るべきものあり 1月には新港

附近，-4月には新港西北西の関山地方山地K群護地震あり，後弐第に北上して

丹大山地，ヨたに花蓮港と震央が移動したかの様に見えた.

第 1表は壬2月 8日より 13年 1月末迄K此の地域にす芝生した有感地震，

及び本島各測候所地震計にて明瞭に観測されたる地震を，第1固に其の震央位

置分布を示す.

第1表中の震央は本島内の材料のみにて求めたるものである 10'位の誤差

は許容せねばたらぬ. 策 2国

表中Kは測候所のみの

震度を記載し，杢島に

散在する雨量観測所よ

りの報告は省略してあ

る.12月8日の地震の

各地よりの報告に依り

震度分布闘を作れば第

2匿!の如くになる.概 I 
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第 1園の色余震分 第 3 国 儀震の目別同数園

布を見ればF 主震

の位置土り北の方

日。←→一一一ーーー一ー一一

に離れて色余震群を

見出す事が出来

る.此の事は松津

先生が玩に指摘さ

れた所であるが，

此の地震の場合に

もその様友事が行

はれる事が判つ

た.倉余震は前に述

べた従来の群護地

lO 

20 

Q 

川辺~~
~~--~".~~--~ 

震の後生地に起つ
10 口同 16 18 却 22 24 26 28 30 4 ti 品 o 12 叫

'策 2 表 蓋束測候所に於る観測く自 12月 8日至 1月中旬〉

震度-別岡敬、 震度別同数
月 日 総同数 月 日

W][  II I O lV ][ l1 I O 

E 8 1 1 3 3 44 52 XII 27 一一一一一 9 
9 一 1 7 8 65 81 228 9 

一一+ 一 1 7 
10 2 13 15 一 1 - 1 5 
11 一一一 1 6 7 30 一一一一 6 
12 一一一一 12 12 31 1 -- -- 10 

J3 一一一一 6 6 E 1 一一一一 9 

，114 5 1 ー'一
1 68 70 • 2 一一一一 1 

一一一 1 .27 28 3 一一一 1 4 

1167 、 一一一一 8 8 4 一一一一 3 
1 一一 2， 20 23 リ戸 一 一一一 O 

18 一一一『 1 14 15 6 一一一一 3 

2Z0 9 一一一一
9 9 7 1 1 

一一一一 12 12 8 一一一一 3 
21 -'ー ー』ー~ ーーーー占ー 暢- 1 1 9 一一一一一 一 5 
22 一一一一 。 2 10 2 2 

23 一一一一 1 1 11 ー--12 
24 一一一一 8 9 9 12 一一一一 2 
25 一一一一 8 13 1 一一‘ 4
26 一一一一 1 1 14 一一一一 1 
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、てゐる.

ヨえに徐震同教を第 2表及第 3固として示す.

向 1月 24日頃に到り殆んε格熔してゐる郎ち飴震同数より見るも大規
模のものでばない事が窺はれる.

此等地震の中最大と思はる~ 12月 8日のもの L震央は，墓潜のみの材料

によれば，他のものより柏主確からしく求める事が出来た.此の暫定的震央

(121
0

25'E， 22
0

58'N)に工り，策象要覧及海外数ク7所の報告を以て走時曲線を求

めたのが第4園である.震央及び共他の論議は後の機舎に譲る事として，第 1

K気付く事はy 新竹y 豪中の強震の調査に於て諸氏の述べられて居る如く，震

央距離 20
0

附近の走時曲線の勾配の念友愛り方である.

資~ 4園新港附近地震走時曲線

"畑町

FF --j-一一一一一一一一
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被害棋況一被害のあった地方の概略友る地形を設明;すると花蓮港街より墓東

に到る銭道の走る狭い千地があり所々に豪落がある.とめ千地は'1届員狭心最

大の庚さが約 6粁程度であり，西は中央山脈，東は 1，600米乃至 1，000米程度

の念峻友る海岸山脈に限られたる地溝替である.此の走向は北々東一南々西

で、'該地震による被害は此の平地の南宇及び同緯度の港の東海岸に見られる.

中央山脈及海岸山脈には被害を生宇、可き住家等の人魚的施設はない.

今此等の二つの地域に就き被害放況を別々に述べる.
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東海岸の被害一東海岸は全然踏査せ十，各・沃出所よりの報告に擦り北より南

に11民芸たに述べる.

カ日銭祉附近 水母丁渓の橋材幅2間に亙り 3寸許り沈下

三問屋派出所風呂場壁小破，附近石垣崩壊:

石寧埼民家壁一坪崩落‘

都威南方 1粁の山腹に亀裂を生守、

成康漢 の北々西1粁徐に山崩れあり.同所蕃屋の壁K亀裂を生じたるもの

2椋.公皐校屋根瓦，壁等崩落.民家4戸の瓦，壁落つ.壁に亀裂入り崩

落したるもの 3戸あり

新港庄と成康襖間 の電話切断されたる場所不明.バナニワン渓にか Lりた

る橋小破

新港は今同の地震被害地の東海岸で、の唯一の人家の多い漁港であるが，民家

の倒壊1戸，破損 14戸，公舎堂廟及郡役所，皐校等のIJ、破7椋，共他

壁の亀裂y 瓦の剥落等多数あったが詳細は不詳である.

新港の南西2粁より 3粁の間小橋梁4個所ノj、破，所々道路破損

者[~歴の北々東約 1 粁の所道路若干の間 2 寸沈下，同じく約 500 米の所の小橋

の橋脚全部亀裂y 約 5寸・陥淡，都墜の公墜校事務室及教室の屋根瓦全部制

落，.家屋及石倉(恐らく石積みしたるもの左らん)各1椋全壊，仮出所の

屋根大破し，壁コンクリ{ト亀裂2ケ所入る.都懸の南口の小橋脚4ケ所

に亀裂，約800米南方の道路コンクリ{ト崩壊す.

小馬武窟 の西方の山脚部より大石落下す.

大馬武窟 の南西方2粁に在る小渓にかけた釣橋の北側橋材取付口崩壊す

加里猛狩附近のIJ、橋々材亀裂を生じ切割道路約10坪崩壊，暗渠崩壊 10
カリマーガリ

間あり.カ日里社高砂族集合所は 12年10月竣功したるものたれ共壁に亀裂

多し.加里猛狩より八里でを過ぎ都撃に到る聞の橋梁の橋脚等破損崩壊せ

るもの多L.都畿の北東方1粁徐の所j 道路3ケ所 75間飲潰し，其の附

近の橋は基礎より破壊され，亀裂も 2ケ所 55間の長きに及ぶものあり.

都態住家の小破6戸，時渠の崩壊約 10坪，壁崩壊 25戸，都翠糖廊の土角

煙突大破.
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此等被害を生じたる東海岸道路は海岸の傾斜地乃至は崖を切り拓いたる所多

く，被害の示す所を直ちに千地の道路上に生じたるものと同一視する事は出来

ない.

地蓉帯!こ於ける被害一此の所は前述の如〈筆者の一人が踏査せる所である.

石!伴、陶器舎祉の土角煙突中途より切損，落干せる方向は不詳.同曾祉の窯

破壊さる.他に同地に於て煙突破損せるもの5，殆んE全家屋の屋根瓦(憂

湾瓦)は剥落す.一

富里(公埼)全壊 住家 1 非住家 1

牛壊

大破

小破

グ

11 

1/ 

1 

U 

i】

グ

/1 

/1 

1 

9 ・4

2 

壁に亀裂を生じ剥落せるもの数多く，公事校(木造平屋，南北に面し東西

に長い〉は被害著しく，南に約 15度傾斜したるも 17日(.?)の地震にτ復
奮せりと.其の屋根は波放を呈す.瓦は異欣友く y 内部事務室は土壁コン

クリート壁共K亀裂を生じ，卓上の薬瓶，椅子は西側に倒る.教室の柱 (4

寸角)には雫均1寸位割れたものあり，とれは蛾害を受けて思た如くであ

る.公事校宿合2戸建1棟の棟木は雨端より夫々 4分の1位の所に於て2

寸位下り東西に約3度傾斜す.

富里に於て約 80年前に建立されたる廟は8日の地震にて宇壊じ，11'日

に全壊した.壁は1尺角位の角石を漆喰ひにて固めた建坪7坪p 高さ 2問

主!と許りのもの 8日には1間三ド許りより上部の壁が崩れ溶ち，石は東西に

落ちたりと，後 17日に到り屋根が落ちた.

指港埼.全壊 1，;J、破 1; 人家僅少の部落なれば相営の被害率之なる.

目長々埼全壊 1，共他壁亀裂多し，佐民の言によれば8日以後毎日後震あり

同教は漸:9<減じ居るも友ほ恐怖にた九十総て自蒙を拾て2月 29日の今日.

迄保正方にて就眠するとの事なり.

堵港埼・張々埼問の道路に庚さ 8米乃至3米深さ 1.8米の陥淡あり.此

附近最も地嬰多く，土地の亀裂東西に走る.幅は 2糎乃至5糎.i訂道路の

雨f目11は所々にl白浪あり.橋取付口のコンクリート破壊あり
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大捕 にては住家牛、壊4.大破21，小破 21，煙突破損 17，非住家小破1を

¥・敷ふ. との附近家屋南北に傾斜せり

地上村 1部破壊 5棟

新聞閤 家屋宇壊2椋，一部破損3棟，壁亀裂1棟

新武呂附近 のハイトトワン藁葺き蕃屋東西に傾斜したり

関山 に於ては家屋の被害友く物資商品のみ被害あり.此庭に到れば震度は

肢に IVと見倣し得る様たり.倫関山郡役所報告によれば，関山にては 8

日数向の水子強震動を感じ 10日 12時 10分迄に 60回以上の震動を感

じた由たり

月野村藁葺き掘立蕃屋非住家1棟宇壊，東に傾斜す

大埼尾附近の廟大破す藁葺蕃屋西に傾斜す-

廉寮藁葺き蕃屋南東に傾斜すも

結語以上簡翠K験震的及び貴地調査の各項に就き記する所があった.要約

すれば

(1).主震と見倣し得るものが3同y‘相隠いで起った事

(2.) 傑震は主震の位置より離れた所に多く登生し，叉人身感受及被害等よ

り見て震度の大たる地域は震央とかけ離れた所に在る事

(3) 走時曲線は震央E鴎住 200附近にて傾斜K念友愛佑がある事 d

等である.

，絡に臨み，御援助を賜った西村菱潜気象塞長立立に玉里，新港各君防支所K謝意

を表する.本篇の代讃共他に就き御配慮を賜った本多技師及康野氏に封し厚く

符漣を申上げる.尚附菌作製は上村葉氏を努じた事を附言し厚く御麓申し上げ

る次第である.

(於新竹測候所 15. 3. 1，6) 
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